
平成29年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)

平成29年２月７日

上 場 会 社 名 ダイキョーニシカワ株式会社 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 4246 URL http://www.daikyonishikawa.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 内田 成明

問合せ先責任者 (役職名) 執行役員 経営本部長 (氏名) 河崎 広 (TEL) 082-885-9979

四半期報告書提出予定日 平成29年２月８日 配当支払開始予定日 －

四半期決算補足説明資料作成の有無 ：無

四半期決算説明会開催の有無 ：無
　

(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第３四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第３四半期 114,161 △4.8 11,618 △14.4 11,156 △11.8 8,190 △6.1

28年３月期第３四半期 119,960 28.8 13,567 98.9 12,649 82.2 8,719 100.0
(注) 包括利益 29年３月期第３四半期 6,086百万円(△16.5％) 28年３月期第３四半期 7,288百万円( 55.1％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第３四半期 110.83 110.82

28年３月期第３四半期 120.48 －
　

(注) 当社は、平成28年１月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度
の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第３四半期 119,411 57,955 47.4

28年３月期 123,568 54,047 42.6
(参考) 自己資本 29年３月期第３四半期 56,630百万円 28年３月期 52,641百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 － 37.00 － 19.00 －

29年３月期 － 12.00 －

29年３月期(予想) 12.00 24.00
(注)１. 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

２．当社は平成28年１月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を実施しましたが、平成
28年３月期の第２四半期末配当金は株式分割前の実際の配当金額を記載しております。

　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 152,000 △5.5 14,200 △17.6 13,600 △17.3 9,800 △15.3 132.62
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

　（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の
見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期３Ｑ 73,896,400株 28年３月期 73,896,400株

② 期末自己株式数 29年３月期３Ｑ 521株 28年３月期 465株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期３Ｑ 73,895,929株 28年３月期３Ｑ 72,376,077株

　
　（注）当社は、平成28年１月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、発行済株式数（普通株式）を算定しております。
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外でありますが、この四半期

決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表の四半期レビュー手続は終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日～平成28年12月31日）においては、大分県中津市

に大分工場を開設し、本格的に稼働を開始いたしました。また、各拠点において新製品の量産立ち

上げに取り組んでまいりました。研究開発面においては、樹脂外板製品の軽量化、内装の質感向上

など、環境にやさしく高付加価値な軽量樹脂製品へのニーズに応える研究開発に積極的に取り組ん

でおります。

当第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日～平成28年12月31日）の連結業績は、主要販売先

への売上減や円高による邦貨換算の影響等により、売上高は前年同期と比べ5,799百万円（4.8％）

減少の114,161百万円となりました。

営業利益は、コスト低減活動により改善に努めましたが、新製品の量産にかかる費用の増加等に

より、前年同期と比べ1,949百万円（14.4％）減少の11,618百万円となりました。経常利益は、前

年同期と比べ1,493百万円（11.8％）減少の11,156百万円となりました。親会社株主に帰属する四

半期純利益は、前年同期と比べ529百万円（6.1％）減少の8,190百万円となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

　

（日本）

主要販売先への売上増等により、売上高は前年同期と比べ1,742百万円（1.9％）増加の92,801百

万円となりました。セグメント利益（営業利益）は、コスト低減活動により改善に努めましたが、

新製品の量産にかかる費用の増加や為替変動の影響等により、前年同期と比べ1,331百万円（12.0

％）減少の9,797百万円となりました。

　

（中国・韓国）

中国子会社における主要販売先への売上は増加しましたが、円高による邦貨換算の影響等によ

り、売上高は前年同期と比べ690百万円（11.6％）減少の5,239百万円となりました。セグメント利

益（営業利益）は、コスト低減活動等により、前年同期と比べ14百万円（5.8％）増加の260百万円

となりました。

（アセアン）

タイ子会社における主要販売先への製品売上は増加しましたが、前年第２四半期にタイ子会社に

おいて新製品の量産開始にともなう金型の売上があったことや、円高による邦貨換算の影響等によ

り、売上高は前年同期と比べ3,755百万円（34.5％）減少の7,137百万円となりました。セグメント

利益（営業利益）は、コスト低減活動により改善に努めましたが、減収影響等により、前年同期と

比べ191百万円（19.1％）減少の809百万円となりました。

（中米・北米）

メキシコ子会社における主要販売先への売上減や円高による邦貨換算の影響等により、売上高は

前年同期と比べ3,298百万円（22.2％）減少の11,578百万円となりました。セグメント利益（営業

利益）は、コスト低減活動により改善に努めましたが、減収影響等により、前年同期と比べ416百

万円（33.5％）減少の828百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前期末に比べ4,157百万円（3.4％）減少し、119,411

百万円となりました。主な要因は、商品及び製品が増加した一方で、有形固定資産と原材料及び貯

蔵品が減少したことによるものであります。

負債は、前期末に比べ8,065百万円（11.6％）減少し、61,455百万円となりました。主な要因は、

長期借入金、未払法人税等、賞与引当金及び社債が減少したことによるものであります。

純資産は、前期末に比べ3,908百万円（7.2％）増加し、57,955百万円となりました。主な要因

は、利益剰余金の増加によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期（平成28年４月１日～平成29年３月31日）の連結業績予想につきましては、平成28年11月９

日に公表した予想から変更はありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱

い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、当社及び国

内連結子会社において平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方

法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 37,614 37,820

受取手形及び売掛金 23,899 23,652

電子記録債権 3,360 3,398

商品及び製品 988 1,671

仕掛品 679 562

原材料及び貯蔵品 3,033 2,527

繰延税金資産 1,400 1,424

未収入金 445 603

その他 1,246 1,053

貸倒引当金 △431 △441

流動資産合計 72,236 72,272

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,586 9,542

機械装置及び運搬具（純額） 11,452 11,060

工具、器具及び備品（純額） 2,209 1,970

土地 11,032 10,982

リース資産（純額） 7,398 7,419

建設仮勘定 3,814 1,816

有形固定資産合計 46,493 42,792

無形固定資産

のれん 62 12

その他 1,095 989

無形固定資産合計 1,157 1,002

投資その他の資産

投資有価証券 1,962 1,988

長期貸付金 328 392

繰延税金資産 937 831

その他 792 534

貸倒引当金 △340 △404

投資その他の資産合計 3,680 3,343

固定資産合計 51,332 47,138

資産合計 123,568 119,411
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 28,709 29,488

短期借入金 3,908 3,457

1年内返済予定の長期借入金 3,171 2,954

1年内償還予定の社債 1,000 －

リース債務 3,952 4,186

未払金 4,563 4,033

未払費用 587 667

未払法人税等 2,432 670

賞与引当金 1,876 836

製品保証引当金 1,093 458

設備関係支払手形 501 370

その他 1,648 1,604

流動負債合計 53,442 48,726

固定負債

長期借入金 8,257 5,374

リース債務 3,723 3,535

退職給付に係る負債 3,551 3,305

役員退職慰労引当金 167 8

資産除去債務 181 181

その他 197 324

固定負債合計 16,078 12,729

負債合計 69,521 61,455

純資産の部

株主資本

資本金 5,426 5,426

資本剰余金 10,836 10,836

利益剰余金 34,425 40,324

自己株式 △0 △0

株主資本合計 50,687 56,587

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 403 491

為替換算調整勘定 1,673 △400

退職給付に係る調整累計額 △124 △48

その他の包括利益累計額合計 1,953 42

新株予約権 － 10

非支配株主持分 1,405 1,314

純資産合計 54,047 57,955

負債純資産合計 123,568 119,411
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 119,960 114,161

売上原価 100,424 97,021

売上総利益 19,536 17,140

販売費及び一般管理費 5,969 5,522

営業利益 13,567 11,618

営業外収益

受取利息 63 75

受取配当金 19 22

持分法による投資利益 178 5

補助金収入 17 55

その他 166 165

営業外収益合計 445 324

営業外費用

支払利息 345 220

為替差損 883 375

その他 134 190

営業外費用合計 1,362 785

経常利益 12,649 11,156

特別利益

固定資産売却益 4 2

投資有価証券売却益 1 －

特別利益合計 6 2

特別損失

固定資産除売却損 151 50

減損損失 83 －

特別損失合計 235 50

税金等調整前四半期純利益 12,420 11,108

法人税等 3,925 2,953

四半期純利益 8,495 8,154

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △224 △35

親会社株主に帰属する四半期純利益 8,719 8,190
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 8,495 8,154

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 41 88

為替換算調整勘定 △1,188 △2,224

退職給付に係る調整額 △6 75

持分法適用会社に対する持分相当額 △53 △8

その他の包括利益合計 △1,206 △2,068

四半期包括利益 7,288 6,086

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,577 6,279

非支配株主に係る四半期包括利益 △288 △193
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 中国・韓国 アセアン 中米・北米

売上高

外部顧客への売上高 89,124 5,137 10,886 14,812 119,960

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,934 792 5 65 2,798

計 91,059 5,929 10,892 14,877 122,759

セグメント利益 11,129 246 1,001 1,244 13,621

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 13,621

セグメント間取引消去 △53

四半期連結損益計算書の営業利益 13,567

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 中国・韓国 アセアン 中米・北米

売上高

外部顧客への売上高 90,962 4,514 7,128 11,556 114,161

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,838 725 8 22 2,595

計 92,801 5,239 7,137 11,578 116,757

セグメント利益 9,797 260 809 828 11,696

　

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 11,696

セグメント間取引消去 △78

四半期連結損益計算書の営業利益 11,618
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